
「三

代

伝

持

」
考

細 

川 

行 

信 

東

山

大

谷

の

本

廟

を

「
本
願
寺
」
と
し
て
寺
院
化
し
た
覚
如
房
宗
昭
が
、
覚
恵
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
の
は
親
鸞
滅
後
ハ
年
、
文
永 

七

年
(

ー
ニ
七
〇)

の
十
二
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

そ
の
二
年
後
の
文
永
九
年(

ニ
ー
七
二)

冬
、
大
谷
の
親
鸞
墳
墓
は
改
葬
さ
れ
て
新
た 

に
廟
堂
が
建
て
ら
れ
た
。

さ
ら
に
二
年
後
、
夫
禅
念
よ
り
敷
地
が
譲
ら
れ
た
覚
信
尼
は' 

そ

の

地

を

「
上
人
の
御
は
か
ど
こ
ろ
に
、
な
が 

く
ゑ
い
た
い
を
か
ぎ
て
き
し
ん
し
た
て
ま
つ
る
」
と

し

て

「
し
ん
ら
ん
上
人
の
ゐ
中
の
御
で
し
た
ち
の
御
中
へ
」
宛
て
寄
進
し
、

地
方
に 

散
在
す
る
門
弟
達
に
か
わ
っ
て
廟
堂(
影
堂)

守
護
の
任
に
あ
た
っ
た
。

こ
れ
即
ち
影
堂
留
守
職
で
あ
り
、
尼
の
子
孫
が
相
続
す
る
こ
と
か 

ら
覚
信
尼
の
後
は
覚
恵
が
継
い
だ(

弘
安
六
年
十
一
月
廿
四
日
、
覚
信
尼
最
後
状
案)

。

し
か
し
、
覚

恵

に

は

文

永

三

年(

ー
二
六
六)

生
ま
れ
の 

唯
善
な
る
異
父
弟
が
い
る
。

そ
の
唯
善
は
初
め
山
臥
を
し
て
い
た
が
、
後
に
常
陸
へ
下
り
河
和
田
の
唯
円
に
師
事
し
家
庭
を
営
ん
だ
も
の 

の
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
た
た
め
、

覚
恵
に
呼
ば
れ
て

大
谷
に
同
宿
す

る
こ

と
と
な

っ
た(
『
存
覚
一
期
記
』
『
慕
帰
絵
詞
』
五

『
最
須
敬
重
絵 

詞
』
五

〇

と

こ

ろ

が

、
唯
善
は
廟
地
の
拡
張
を
め
ぐ
っ
て
画
策
し' 

一
部
門
弟
を
も
か
た
ら
っ
て
父
禅
念
よ
り
の
相
伝
管
領
を
主
張
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
覚

恵

は

正

安

四

年(

一
三
〇
ニ)

五
月
廿
二
日
、
覚
如
に
譲
状
を
し
た
た
め
、
影

堂
敷

地

の

本

券

証

文

・
具
書
等
を
渡
し 

て
安
全
を
期
し
た
。

し
か
る
に
唯
善
の
野
望
は
、
遂
に
覚
恵
の
病
気
に
際
し
て
影
堂
の
鍵
の
譲
与
を
迫
っ
た
た
め
、
覚
恵
は
止
む
な
く
大 

谷
を
退
出
し
、

翌

徳

治

二

年(

一
三
〇
七)

四
月
十
二
日
に
死
去
し
た
。

か
く
て
、
唯
善
は
大
谷
に
山
徒
を
籠
居
さ
せ
押
領
を
ほ
し
い
ま
ま 

に
し
た
の
で
、
門
弟
た
ち
は
上
京
し
て
き
て
も
廟
堂
に
参
詣
で
き
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
状
態
を
早
く
打
破
す
る
事
が
覚



如
に
と
っ
て
重
要
な
使
命
で
あ
っ
た
。
か

く
て

常

陸

の

鹿

島

・
下
野
の
高
田
ニ
ー
一
河
の
和
田
よ
り
上
洛
し
て
き
た
「
三
方
使
者
」(

『
存
覚
一 

期
記
』
十
九
歳
の
条)

の
協
力
に
よ
り
、

よ
う
や
く
大
谷
安
堵
の
別
当
宣
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

と
こ
ろ
が' 

唯
善
一
味
の
山
徒
は
依
然 

と
し
て
大
谷
を
立
ち
退
か
ず
、
 

そ
の
事
件
の
解
決
を
み
た
の
は
延
慶
二
年(

一
三
〇
九)

七
月
上
旬
、
本
所
の
青
蓮
院
に
お
け
る
唯
善
と
の 

対
立
に
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
唯
善
は
既
に
自
己
の
不
利
を
察
し
た
も
の
か
、
大
谷
の
影
像
・
遺
骨
を
奪
い
他
所
に 

隠
し
た
が
、
敗
訴
と
共
に
そ
れ
を
持
ち
出
し
関
東
へ
下
り
、
鎌

倉

常

葉

に

こ

れ

を

安

置

し

た(
『
存
覚
一
期
記
』
廿
歳
の
条)

。
 

か
く
し
て
、
門
弟
の
協
力
に
よ
り
唯
善
の
野
望
は
挫
か
れ
、
大
谷
の
復
興
に
と
り
か
か
る
事
と
な
っ
た
が
、
唯
善
と
叔
甥
の
関
係
に
あ 

る
覚
如
に
対
し
、
門
徒
た
ち
は
大
谷
還
住
を
容
易
に
は
認
め
ず
、
性
善 

節
生
房
の
下
人
来
善
の
子
美
濃
坊
仙
芸
の
こ
と
と
思
わ
れ
る)

を
し
て 

大
谷
を
留
守
せ
し
め
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
延

慶

二

年

七

月

十
九
日
の
青
蓮
院
下
知
状
に
「
於
ー
ー
覚
信
之
子
孫
等
之
許
否
一
者
、

宜
レ
在
一
一 

門
弟
等
之
意

歟
」 

と
あ
り
、
 

再
び
事
件
の
お
こ
ら
ぬ
よ
う
願
っ
た
、
門
弟
た
ち
の
警
戒
心
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
こ
に' 

覚 

如
は
門
弟
中
へ
宛
て
、
十
二
ケ
条
に
及
ぶ
誓
約
を
列
記
し
た
懇
望
状
を
し
た
た
め
、

そ
の
承
認
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
 

猶
も
留
守
職
の
就
任
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
為
、
覚
如
は
若
し
留
守
職
を
継
げ
な
い
な
ら
ば
、

同
志
を
つ
の
っ
て
別
に
一
宇
を
建
て
て
生 

涯
を
送
る
べ
く
、

そ
の
勧
進
状
を
長
男
の
存
覚
に
作
ら
せ
、

こ
の
と
き
影
堂
相
続
と
若
狭
・
伊
賀
久
多
庄
の
事
を
記
し
た
譲
状
を
存
覚
に 

与

え

た

と

い

う(

『存
覚
一
期
記
』
廿
一
歳
の
条)

。

か
く
て
覚
如
は
、

翌
年
正
月
に
東
国
へ
下
っ
た
が
、
門
弟
た
ち
と
の
間
に
諒
解
が
成
立 

し
、
秋
に
帰
洛
し
て
大
谷
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

而
し
て' 

そ

の

事

情

を

『
存
覚
一
期
記
』

に

は

「
秋
比
御
帰
洛' 

安

積

・
鹿
嶋 

殊
共
許
之
間
、
御
入
洛
已
後
即
御
ー
一
居
住
御
影
堂
へ 

但
就
レ
被
レ
帯
ー
ー
文
書
一
連
々
如
レ
此
煩
出
来
、

悉
可
レ
被
レ
出
ー
ー
門
弟
中
一
之
由' 

面
々
令
レ

(
守) 

ノ 

ヌ 

ノ 

申
之
間
、
雖
レ
有
一
ー
御
斟
酌
へ 

不
レ
被
レ
出
者
御
居
住
難
レ
治
之
間
、
留
主
職
相
承
券
契
、
覚
信
御
坊
御
状
被
レ
出
了
、
其
上
条
々
懇
望
状
事
等 

寂
静
令
レ
申
之
間
、.
被
一
書
出-

了
」
と
記
載
す
る
。

時
に
覚
如
は
四
十
一
歳
、
 

間
も
な
く
迎
え
た
報
恩
講
は
殊
の
ほ
か
意
義
深
か
っ
た
に 

違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
今
日
、

西
本
願
寺
所
蔵
の
親
鸞
寿
像
の
鏡
御
影
は
、

そ
の
巻
留
に
覚
如
が
誌
し
た
識
語
に
よ
っ
て' 

こ
の
御
影
が 

御
正
忌
を
前
に
修
復
し
報
恩
講
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
覚
如
は
、

翌

応

長

元

年(

一
三
一
こ
五
月
こ
の
御
影
を
奉



持
し
て
存
覚
と
共
に
越
前
へ
下
り
、
大
町
の
如
導
に
『
教
行
証
文
類
』
を
伝
授
し
た
が
、
そ
の
お
り
存
覚
を
し
て
講
談
せ
し
め
た
。

こ
の
こ 

と
は
、
影
堂
留
守
職
の
立
場
を
超
え
て
、

祖
師
親
鸞
の
後
継
者
た
る
自
覚
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

し
か
も' 

こ
の
年
あ
た
か
も
祖
師
の
五
十
回
忌
に
相
当
し
、
荒
廃
し
た
大
谷
も
門
弟
た
ち
の
尽
力
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い 

て' 

十

一

月

廿

八
日
付
の
青
蓮
院
下
知
状
中
に
「於
影
像
遺
骨
之
安
置
者
、

顕
智
存
生
之
時
、
去
年
雖
致
其
沙
汰' 

至
堂
舎
庵
室
之
造
営 

者
、
未
及
其
沙
汰
之
処
、
法
智
以
下
門
弟
等
終
造
営
之
功
一^

」
と
あ
り
、

こ
の
年
の
七
月
四
日
ハ
十
五
歳
で
寂
し
た
顕
智
の
遺
志
を
う
け 

て
、
法
智
を
中
心
に
門
弟
た
ち

が
堂
舎,

庵
室
の
造
営
に
尽
く
し
た
事
を
知
り
う
る
。

さ
ら

に
明
け
て

正
和
元
年(

ニ
ー
ニ
ニ)

正
月
四
日
、 

如
信
の
十
三
回
忌
に
当
た
る
た
め
、
先
師
終
焉
の
地
へ
下
向
し
、
金
沢
の
道
場
で
追
修
の
仏
事
を
営
み
、

つ
い
で
大
網
の
遺
跡
を
も
訪
ね 

て

一

座

の
法
筵
を

開
い
た
と

伝
え

る(
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
六)

。

こ
の
奥
州
大
網
の
地
は
法
智
の
住
す
る
安
績(
現
・
郡
山
市
内)

と
も
距
離 

的
に
近
く'

お
そ
ら
く
法
智
は
覚
如
に
随
っ
て
下
向
し
、

そ
の
お
り
大
谷
復
興
の
こ
と
ど
も
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ 

る
。

す
な
わ
ち
、

そ
の
夏
、
大

谷

に

「
専
修
寺
」

の
額
が
法
智
の
発
起
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
と
い
う(

『存
覚
一
期
記
』
廿
三
歳
の
条)

。
 

し
か
し
、

こ
の
額
は
山
門
よ
り
の
故
障
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
、

そ

の

後

ま

も

な

く

「
本
願
寺
」

の
名
が
用
い
ら
れ
、

元

亨

元

年
(

一
三
二 

こ

に
は

公
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
事
は
大
谷
廟
堂
の
寺
院
化
の
上
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

か
く
て
、 

本
願
寺
の
創
立
と
共
に
、

本
寺
の
下
に
新
し
い
教
団
づ
く
り
を
始
め
た
覚
如
は
、

親
鸞
を
本
願
寺
の
開
祖
と
し
て' 

そ
の 

「
本
願
寺
聖
人
」

よ
り
の
血
脈
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
覚
如
五
十
歳
以
後
の
著
書
は
、

い
ず
れ
も
本
廟
寺
教
団
確
立
の
た
め
、
源
空 

・
親
鸞
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
た
真
宗
の
教
法
を
門
徒
に
正
し
く
伝
え
る
べ
く
、
波
瀾
に
み
ち
た
八
十
二
歳
の
生
涯
を
尺
く
し
た
。
今

、
 

こ 

の
こ
と
を
著
述
の
上
よ
り
確
か
め
た
い
が
、

一
応
、

全
著
作
中
そ
の
撰
時
の
わ
か
る
も
の
を
年
時
順
に
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。



一
三
四
七

些 四 
〇

二
三
二
七

ニ
二
三
一

二
三
一
六 五

1 九
五

ー
ニ
九
四

西
暦

貞
和
三
年

康

永-

一
年

暦
応
三
年

建
武
四
年

元
弘
元
年

嘉
暦
元
年

正
和
四
年

正
安
三
年

永
仁
三
年

永
仁

1
七
八

七
四

七
ー

六
ハ

六
二

五
七

四
六

三
二

二
六

二
五

年
齢

尊
師
和
讃
鈔

最
要
鈔

願
願
章

本

願

鈔

・
改
邪
鈔

口
伝
鈔

執
持
鈔

閑
窓
集

拾
遺
古
徳
伝

親

鸞

伝

絵
(

初
稿
本)

報
恩
講
式

ま
ず
、
最

初

の

「報
恩
講
式
』
と

次

の

『
親
鸞
伝
絵
』

は
、
正

応

三

年(

ー
ニ
九
〇)

三
月
、

父
覚
恵
と
共
に
祖
師
親
鸞
の
遺
跡
を
訪
ね 

て
出
発
し
、
ま
る
二
年
間
に
及
ぶ
東
国
巡
見
の
後
、

ほ
と
ば
し
る
報
恩
の
こ
こ
ろ
か
ら
化
導
の
始
終
を
講
式
に
、

ま
た
一
期
の
行
状
を
伝 

絵
と
し
て
ま
と
め
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
『
報
恩
講
式
』

は

『
親
鸞
伝
絵
』

よ
り
前
の
撰
述
で
、

後
に
永
仁
二
年
の
作 

と

し

て

伝

え

る(
『
真
宗
法
彙
』
本
奥
書
、
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』

こ

。

即
ち
、

こ
の
年
は
親
鸞
三
十
三
回
忌
に
相
当
し
、

恐
ら
く
年
忌
を
控
え 

て
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
は' 

総

礼
'

一
ー
礼
・
如

来

唄

，
表

白

，
廻
向
よ
り
成
り' 

表

白

が

所

謂

「
式
文
」
と
し
て
三
段
に 

分
か
っ
て
讃
述
し' 

本
朝
念
仏
の
元
祖
黒
谷
聖
人(

源
空)

よ
り
正
義
を
直
伝
し
た
祖
師
聖
人(
親
挪)

の
真
宗
興
行
と
本
願
相
応
の
徳
を
讃 

嘆
し
、

さ

ら

に

滅

後

利

益

の

徳

と

し
て

「
嗟
呼
禅
容
隠
何
在' 

隔
ー
ー
給
仕
於
数
十
箇
廻
之
月
へ
遺
訓
絶
幾
程
、

慕
一
ー
旧
蹟
於
一
百
餘
年
之 

霜

『
重
一
ー
彼
遺
恩
ー
門
葉
、
軽
ー
ー
其
身
命
一
後
昆
、
不
レ
論
ー
ー
毎
年
一
不
レ
遠
二
遼
絶
「
凌
一
ー
境
関
千
里
雲
一
自
一
ー
奥
州-

運
レ
歩
、

送
一
一
龐
道
万
程
日
一
従
ー
ー 

諸
国
一
群
詣
。
跪
一
ー
廟
堂
一
拭
レ
涙
、
拝
二
遺
骨-

断
レ
腸
」
と
述
べ
、

廟
堂
を
中
心
に
真
宗
を
興
隆
せ
ん
と
す
る
志
念
が
案
ぜ
ら
れ
る
。

而
し



て
、

こ

の
こ
と
は
続
い
て

著
わ

し
た
『
親
鸞
伝
絵
』

の
最
終
に
廟
堂
創
立
の
一
段
を
も
う
け
、

「
聖

人

相

伝

の

宗

義

い

よ

く

興

じ

、

遺 

訓
ま
す
ま
す
盛
な
る
こ
と
、
頗
在
世
の
昔
に
超
た
り
、
す
べ
て
門
葉
国
郡
に
充
満
し
、

末
流
処
々
に
遍
布
し
て
、
幾
千
万
と
い
ふ
こ
と
を 

し
ら
ず
、 

其
稟
教
を
重
く
し
て
彼
報
謝
を
抽
る
輩
、
 

緇
素
老
少
面
々
あ
ゆ
み
を
運
て
、
 

年
々
廟
堂
に
詣
す
」
と
叙
べ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら 

れ
る
よ
う
。

こ
と
に
、
覚
如
は
留
守
職
の
覚
恵
を
扶
け
、
知
恩
報
徳
の
た
め
門
徒
教
化
を
積
極
的
に
進
め
た
も
の
と
窺
わ
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
『
親
鸞
伝
絵
』

撰
述
の
翌
年
す
な
わ
ち
永
仁
四
年
の
七
月
十
七
日
、

大
谷
南
地
が
購
入
さ
れ
て
、

こ
こ
に
唯
善
が
住
む
こ 

と
と
な
っ
た
が
、
 

そ
の
買
得
に
際
し
て
覚
恵
と
唯
善
と
の
間
に
意
見
の
衝
突
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち' 

そ

れ

は

『
存
覚
一
期
記
』

に

「禅 

ス
ル
セ
ン
ト(
売)

ヲ 

レ 

キ
ソ 

ト
ニ ゝ

テゝ 

- 

リ 

ノ 

テ 

セ 

ナ
ラ
ハ 

レン 

日
房
欲
レ
書
一
一
買
券
一
之
時
、
沽
却
誰
人
之
由
可
レ
書
哉
适
、
宛
ー
ー
唯
公
一
可
レ
書
之
由
申
人
少
々
在
レ
之
、
其
時
大
々
上
被
レ
仰
云
、

為
レ
被
レ 

広
二
上
人
御
敷
地
一
者' 

被
ー
ー
ー
沽
一
一
却
門
弟
中
一
之
由
被
レ
載
之
条
、

可
レ
叶
ー
ー
覚
信
御
房
御
素
意
一
歟
、
被
レ
宛
ニ
ー
人
一
者
、
未
来
之
牢
籠
勿
論
、
 

為
一
ー
衆
中
之
管
領
へ 

唯
公
居
住
不
レ
可
レ
有
一
ー
子
細-

之
由
被
レ
仰
之
、
其
時
唯
公
在
レ
座
変
ー
ー
顔
色-

腹
立
無
レ
極' 

然 

而
如
一
ー
大
々
上
仰-

宛
一
一
載 

門
弟
中
一
畢
」

と
記
載
す
る
よ
う
に
、
覚
信
尼
の
素
意
は
守
ら
れ
た
も
の
の
、

唯
善
に
従
う
一
部
の
門
徒
が
い
た
こ
と
と
、

そ
の
結
果
に 

強
い
不
満
を
懐
い
た
唯
善
の
態
度
に
は
、
前
途
に
大
き
な
波
瀾
が
予
想
さ
れ
た
。

か
く
て
、

そ
れ
は
唯
善
の
大
谷
横
領
事
件
と
し
て
展
開 

し
て
い
っ
た
為
、
何
よ
り
も
先
ず
事
件
の
終
息
に
全
力
を
注
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
中
で' 

正
安
三
年
に
は 

報
恩
講
に
上
洛
し
て
き
た
奥
州
長
井
に
住
む
鹿
島
門
徒
の
道
信
が
黒
谷(

源
空)

の
伝
記
を
所
望
し
た
た
め
、

覚
如
は
僅
か
十
七
日
間
で 

『
拾
遺
古
徳
伝
』

九

巻

を

撰

述

し

た(
奥
書
に
よ
る
〇
こ
れ
に
は
、

そ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
源
空
伝
に
対
し
、

そ
の
拾
遺
と
し
て
親
鸞
の 

行
実
を
も
併
せ
記
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
に
よ
っ
て
浄
土
門
流
に
お
け
る
親
鸞
の
地
位
を
明
ら
か
に
し
た
も
の 

で
、
第
六
巻
に
七
箇
条
起
請
文
と
そ
の
署
名
、
『
選
択
集
』

の
付
属
と
真
影
の
図
画
、

第
七
巻
に
流
罪
の
記
録
、

第
九
巻
に
東
国
教
化
と 

帰
洛
の
こ
と
ど
も
を
載
せ
る
。

而
し
て
、
親
鸞
と
師
源
空
と
の
関
係
を
強
調
す
る
余
り
、
親

鸞

へ

の

『
選
択
集
』

付

属

が

「撰
集
以
後
こ 

れ
最
初
な
り
」
と
し
て
、
『
選
択
集
』

の

撰

述

を

元

久

元

年(

一
ニ
〇
四
、
源
空
七
二
歳)

と
し
た
事
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
『
古
徳 

伝
』

よ

り

以

前

に

作

ら

れ

た

『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
(

一
ニ
三
七
年
撰)

や

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
(
専
修
寺
本)

『
法
然
上
人
伝
』
(
増
上



寺
本)

『
法
然
聖
人
絵
』
(
弘
願
本)

『
法
然
上
人
伝
絵
』
(
琳
阿
本)

な
ど

に
記
さ
れ
て

い
な

い

耳

四

郎

の
こ

と

を

『
古
徳
記
』

巻
四
に
載
せ 

る
。

そ

の

耳

四

郎

は

「
天
性
も
と
よ
り
娜
し
て
ま
た
す
る
態
も
な
く
、

た
だ
梟
悪
を
の
み
こ
と'

し
て
世
を
わ
た
る
媒
と
す
」

る
者
で
あ 

っ
た
が
、
強

盗

に

入

っ

た
白
河
の
房
で

源
空
の
説
く
「
凡
夫
出
離
の
要
道
、
浄
土
の
一
門
、
念
仏
の
一
行
に
し
く
は
な
し
。
其
機
を
い
へ 

ば
十
悪
五
逆
四
重
謗
法
闡
提
破
見
破
戒
等
の
罪
人
、
其
行
を
論
ず
れ
ば
十
声
一
声
、

い
か
な
る
嬰
児
も
唱
っ
べ
し
。
其
信
を
い
へ
ば
又
一 

念
十
念
い
か
な
る
愚
者
も
お
こ

し
つ
べ
し(

下
略)

」

と
い
う
法
談
を
耳
に
し
て
、
縁
の
下
よ
り
這
い
出
て
教
え
を
聞
き
念
仏
者
に
な
っ
た 

と
い
う
。

こ

の

事

に

つ

い

て

「浄
土
宗
の
正
意
は
、
機
の
善
悪
に
目
を
か
け
て
、
仏
の
摂
不
摂
を
慮
こ
と
な
か
れ
」

と
し
て
、

耳
四
郎
を 

「
至
極
の
罪
人
、
悪
機
の
手
本
」
と
し
て
述
べ
て
あ
る
事
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
耳
四
郎
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後 

ま

も

な

く

集

大

成

さ

れ

た

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

第

二

十

巻

に

「
天
野
の
四
郎
」

と
し
て
記
載
さ
れ
、
出
家
し
て
教
阿
弥
陀
仏
と
号
し 

た
と
い
う
。

し
か
し
、
『
行
状
絵
図
』

が
、

源
空
よ
り
の
教
訓
を
詳
し
く
集
録
す
る
も
の
の
『
古
徳
伝
』

の
ご
と
く
機
教
の
分
際
が
明
確 

で
な
い
。

以
上
、
す
こ
し
く
耳
四
郎
の
記
載
を
め
ぐ
っ
て
の
私
見
を
述
べ
た
が
、

こ

う

し

た

耳

四

郎

を

「
今
時
の
道
俗
た
れ
の
輩
か
こ
れ
に
か
は 

る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
や
」

と

「
罪
悪
生
死
」

「
煩
悩
成
就
」
の
立
場
よ
り
記
さ
れ
て
あ
る
事
は
、
愚
禿
の
生
涯
を
送
っ
た
親
鸞
の
伝
統
を
く
む 

も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
も' 

奥

書

に

「
憑
二
願
カ
ー
楽
ニ
往
生
一
之
輩' 

孰
不
レ
報
一
ー
其
恩
へ
帰
一
ー
念
仏
一
願
二
極
楽
一
之
人
、
何
不
レ
謝
ー
彼
徳-

」 

と
誌
す
よ
う
に
、
前

の

『
報
恩
講
式
』

『
親
鸞
伝
絵
』

と
同
じ
く
報
恩
謝
徳
の
こ
こ
ろ
よ
り
撰
述
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
ま
た
当
時
、

幸
西 

の

一

念

義

・
隆

寛

の

長

楽

寺

義

・
証

空

の

西

山

義

・
弁

長

の

鎮

西

義

・
長
西
の
九
品
寺
義
な
ど
念
仏
義
が
展
開
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
教
団 

の
確
立
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
親
鸞
の
廟
堂
を
中
心
と
す
る
大
谷
門
徒
も
、
 

師
源
と

の
血
脈
相
承
を

具
体
的
に
明
示
す

る
必
要
が

あ
っ 

た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

『
拾
遺
古
徳
伝
』

の
撰
述
か
ら
二
十
五
年
の
間
、
歌

集

の

『
閑
窓
集
』

の
ほ
か
著
作
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

そ

の

『
閑
窓
集
』

は 

今
日
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、 

上
下
二
帖
、
千
首
、
 

二
十
巻
か
ら
成
り
、
叡
覽
に
供
し
て
天
感
に
あ
ず
か
っ
た
と
い
う(
『
慕
帰
絵
』
五

『
敬
重



絵
詞
』

こ
。

こ
う
し
た
覚
如
に
お
け
る
詩
歌
の
文
才
は
、
幼
年
時
代
か
ら
育
ま
れ
た
も
の
の
ご
と
く'

僅
か
五
歳
で
近
く
に
住
む
慈
信
房 

澄

海

よ

り

『
和
漢
朗
詠
集
』

を

教

わ

り(

『
敬
重
絵
詞
』
二)

、

そ
の
の
ち
清
水
坂
光
明
寺
の
自
性
房
了
然
か
ら
三
論
の
宗
旨
を
学
ぶ
傍
ら
、
 

和

歌

の

指

導
を

受
け

た(
『
敬
重
絵
詞
』
七)

こ
と
よ
り
も
窺
わ
れ
、

『
慕
帰
絵
』

に
は
第
五
巻
以
下
第
十
巻
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
詠
歌
を 

載
せ
る
。

し
か
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
貴
顕
と
の
交
わ
り
を
強
く
し
て
い
っ
た
事
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
唯
善
の
大
谷 

横
領
事
件
を
契
機
と
し
て
、
安
堵
の
院
宣
を
得
る
た
め
の
接
渉
と
も
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
事
件
解
決
後
も
漸
次
そ
の
度
合
い 

を
増
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

先
に
門
弟
中
へ
懇
望
状
を
提
出
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

門
弟
た
ち
は
覚
如
の
留
守
職
を 

直
ぐ
に
は
認
め
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
門
弟
側
の
権
限
に
対
し
て
、

よ
う
や
く
留
守
職
に
就
任
し
て
大
谷
に
還
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
覚 

如
は
、

ま
ず
留
守
職
権
の
増
強
を
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
が
影
堂
の
寺
院
化
と
も
な
り
、
教
団
確
立
の
た
め
の
教
化
伝
道
に
っ
と 

め
た
。

か
く
て
、

「
本
願
寺
聖
人
」
と
し
て
親
鸞
を
仰
ぎ' 

そ
の
教
説
を
平
明
に
ま
と
め
た
最
初
の
著
作
が
『
執
持
鈔
』

で
あ
る
。
 

『
執
持
鈔
』

は
、
飛
弾
の
願
智
房
永
承
の
請
に
よ
っ
て
著
わ
し
た
も
の
で
、
内
容
は
、
ま

ず

「
本
願
寺
聖
人
仰
云
」
と
し
て
親
鸞
の
法 

語
を
四
条
に
わ
た
っ
て
列
記
し' 

終
わ
り
の
第
五
条
に
覚
如
の
私
釈
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

こ
の
う
ち
法
語
は
、
依
拠
の
文
献
と
し
て
善 

導

の

『
観
経
疏
』
『
教
行
証
文
類
』

『
正
像
末
和
讃
』
・
親

鸞

の

消

息

・
恵

信

尼

消

息

・
『
歎
異
抄
』

な
ど
を
挙
げ
う
る
が
、

こ
う
し
て
示
し 

た
親
鸞
開
顕
の
宗
義
を
、
第
五
条
に
お
い
て
覚
如
み
ず
か
ら
相
伝
し
て
自
督
し
た
一
念
往
生
治
定
・
仏
恩
称
名
の
宗
意
を
明
か
す
。

し
か 

も
、

こ
の
自
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
証

空

の

作

と

伝

え

る

『
鎮
勧
用
心
』

と

顕

意(

一
ニ
三
八
—

一
三
〇
四)

の

『
竹
林
鈔
』

な
ど
西
山
義
の
運 

用
が
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
、

か
つ
て
覚
如
が
安
養
寺
の
阿
日
房
彰
空(

『
法
水
分
流
記
』
に

「
証
空
——
証
入
—
蓮
宿
——
阿 

日
」
と
あ
る)

よ
り
西
山
の
法
門
を
屢
々
聴
受
し
た(

『
敬
重
絵
詞
』
五)

こ
と
と
も
関
係
す
る
よ
う
で
あ
る
。

か
く
て
、
善
導
—

源
空
—
親 

鸞
の
法
義
相
承
を
あ
ら
わ
し
た
が
、

こ
の
血
脈
を
画
像
を
以
て
示
し
た
の
が
西
本
願
寺
所
蔵
の
「
光
明
寺
善
導
和
尚
」

「
黒
谷
源
空
聖
人
」

④
 

「
本
願
寺
親
鸞
聖
人
」

と
札
銘
の
あ
る
三
師
像
と
い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
執
持
鈔
』

の
後
五
年
し
て

撰
述
さ
れ
た
『
口
伝
鈔
』

は
、
は

じ

め

に

「
本
願
寺
親
鸞
聖
人
、
如

信

上

人

に

対

し

ま

し

く



て
、

お

り

く

の

御

物

語

の

条

々

」

と
し
て
二
十
一
条
に
わ
た
っ
て
記
述
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
も
親
鸞
の
法
語
は
も
と
よ
り
、
源
空 

と
親
鸞
の
師
資
相
承
を
更
に
具
体
的
に
示
す
傍
ら
、
当
時
す
で
に
有
力
で
あ
っ
た
西
山
や
鎮
西
の
両
義
に
対
す
る
批
判
、

そ
れ
に
恵
信
尼 

や
門
弟
の
行
実
を
も
集
録
す
る
。

而
し
て
、

そ

の
撰
述
に
つ
い
て

は

巻
尾
の
覚
如
識
語
に
「
元
弘
第
一
之
暦
桁
仲
冬
下
旬
之
候
、
相
当
祖 

師
聖
人
畤
趣
寺
報
恩
謝
徳
之
七
日
七
夜
勤
行
中
談
話
先
師
上
人
釈
如
信
面
授
口
決
之
専
心
専
修
別
発
願
之
次
、
所
奉
伝
持
之
祖
師
聖
人
之
御 

己
証
、
所
奉
相
承
之
他
力
真
宗
之
肝
要
、
以

予

口

筆

令

記

之(

下
略)

」
と
誌
す
よ
う
に' 

報
恩
講
に
際
し
て
覚
如
が
口
筆
を
以
て
記
録
さ 

せ
た
も
の
で
、

そ
の
筆
受
に
当
た
っ
た
の
は
著
述
を
所
望
し
た
乗
専
で
あ
っ
た(
『
敬
重
絵
詞
』
七

〇

か

く

て

、

『
口
伝
鈔
』

は
一
往
成
立 

し
た
が
、

そ

の

の
ち

乗

専
は

何
回
も
写

伝(
龍
谷
大
学
蔵)

し
、
覚
如
も
ま
た
自
ら
書
写
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
み
ら
れ
る
の
で
、
本
願

⑤
 

寺
本
は
覚
如
系
と
乗
専
系
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
高
田
専
修
寺
に
も
乗
専
系
の
も
の
を
高
田
流
に
改
編
し
た
と
さ
れ
る
『
口
伝
鈔
』 

が
伝
わ
る
等
、

そ

の
こ

ろ

真

宗

教

団

に

お

い
て

「
口
伝
」

が
注
目
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
東
国
に
お
い
て
は
、
常
陸
河
和 

田

の

唯

円

が

「
先
師
口
伝
之
真
信
」

に

異

な

る
こ

と

を

歎

い
て

『
歎
異
抄
』

を
撰
述
し
た
が
、

こ

こ

に

い

う

「
口
伝
」

は
親
鸞
よ
り
直
接 

に
口
決
伝
受
し
た
事
を
顕
わ
し
て
い
る
。

而
し
て
、
十
八
歳
の
十
一
月
に
如
信
よ
り
他
力
摂
生
の
旨
趣
を
承
け
た
覚
如
は
、

そ
の
翌
年
冬 

に

上

洛

し

て

き

た

唯

円

よ

り

「
日
来
不
審
の
法
文
に
を
い
て
善
悪
二
業
を
決
し
」
(

『
慕
帰
絵
』
三)

た
と
い
い
、

そ
の
善
悪
二
業
の
事
が 

『
口
伝
鈔
』

の
第
四
条
に
載
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
『
口
伝
鈔
』

に
は
前
記
の
識
語
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、

す

べ

て

如

信

よ

り

「
面 

授
口
決
」

し

「
伝
持
」
す
る
も
の
と
し
て
自
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
唯
善
事
件
の
張
本
人
た
る
唯
善
が
曾
て
唯
円
を
師
範
と

⑥
 

し
た
為
、
唯
円
を
軽
視
す
る
に
至
っ
た
旨
を
前
に
推
考
し
た
事
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
此
の
私
見
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
覚
如
は 

如
信
を
先
師
と
し
て
重
視
す
る
こ
と
と
な
り' 

先
師
親
鸞
——
唯
円
の
口
伝
に
対
し
て' 

祖
師
親
鸞I

先
師
如
信
——
覚
如
の
口
伝
を
強
調
す 

る
必
要
が
あ
っ
た
窺
わ
れ
る
。

一
方
、

京
都
に
お
け
る
浄
土
宗
教
団
は
、

鎮
西
・
西
山
を

中
心
と

し
て

諸
流
・
諸
義
に
分
か
れ
て
教
線 

を
張
っ
た
が
、

そ
れ
ら
何
れ
も
宗
祖
よ
り
・
派
祖
へ
の
『
選
択
集
』

の
相
伝
を
主
唱
す
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
良

忠
(

一
 

一
九
九
—

ー
ニ
ハ
七)

は

『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』

を
著
わ
し
、

「
弟
子
忝
禀
一
一
先
師
面
会
之
芳
談つ

雖
レ
守
一
ー
上
人
口
決
之
素
意
一
」

「
伝
者
伝
一
ー



於
先
師
一
也
、
弘
者
弘
ー
ー
於
遺
弟

」
(
序)

と
、
源
空
上
人
よ
り
先
師
弁
長
へ
の
口
決
、

そ
れ
を
遺
弟
に
弘
め
る
と
い
う
撰
述
の
意
図
を
明 

か
し
、

同

書

の

巻

尾

に

「今
以
二
三
代
相
承-

輒
記
ー
ー
五
巻
決
疑-

而
已
」

と

し

て

源

空-

弁

長

・
良

忠

の

三

代

相

承

を

主

唱

す

る

。

ま
た 

「
証
空 

記
」

と

し

て

伝

わ

る

『
選
択
蜜
要
決
』

に
は
、

そ

の

始

め

に

「
此
集
以
ー
ー
口
伝
一
可
レ
見
レ
之
書
也
、
暗
見
レ
之
者
無
ー
ー
相
伝
一
之
輩 

迷
ー
其
元
意
ー
」

と
あ
っ
て
、
証

空(

ー
ー
七
七
——

ニ
ー
四
七)

み
ず
か
ら
天
台
の
口
伝
法
門
に
よ
っ
て
多
く
の
著
述
を
遺
し
て
い
る
事
よ
り' 

特
に
西
山
諸
流
の
口
決
相
伝
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、

口
伝
に
つ
い
て
真
宗
教
団
の
内
外
の
事
情
を
窺
っ
て
き
た
が
、

こ
の
こ
と
は
本
願
寺
教
団
確
立
の
た
め' 

こ
れ
ま
で
諸
国
に
散 

在
す
る
諸
門
徒
を
本
願
寺
の
下
に
統
制
す
る
と
共
に
、
東
国
か
ら
京
都
へ
進
出
し
て
き
た
了
源
の
仏
光
寺
を
抑
制
す
る
上
で
、
師
資
相
承 

の
口
伝
を
顕
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
仏
光
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

元

応

二

年(

一
三
ニ
〇)

は
じ
め
て
大
谷
へ
来 

参
し
た
空
性
房
了
源(

一
ニ
九
五
——

一
三
三
六)

が' 

覚
如
の
口
添
え
に
よ
っ
て
覚
如
の
長
男
存
覚(

ニ
ー
九
〇
——

一
三
七
三)

か
ら
教
義
の
指
導 

を
う
け
る
事
と
な
り
、
山
科
に
建
立
し
た
寺
を
存
覚
に
よ
っ
て
仏
光
寺
と
改
め
、
東

山

汁

谷(
漩
谷)

へ
移
し
寺
基
を
固
め
て
、
次
第
に
本 

願
寺
と
対
立
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
先
に
山
科
に
創
め
た
寺
は
覚
如
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
あ
り' 

そ
の
堂
宇
建
立
に 

先
立
っ
て

聖
徳
太
子
木
像
の
造
立
，
開

眼

さ

れ

た

事

を

「
釋
圓
空
」

が
認
め
て
い
る
。

こ
の
円
空
こ
そ
実
は
後
に
覚
如
の
弟
子
と
な
っ
た 

乗

専(
『
法
水
分
流
記
』
に

「
乗
専
」
に

「
圓
空
」
と
あ
る)

で
あ
り
、

そ
の
後
ま
も
な
く
、

了
源
と
相
前
後
し
て
大
谷
に
覚
如
を
訪
ね
た
も
の 

と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、

既
述
の
ご
と
く
了
源
は
存
覚
よ
り
指
導
を
う
け
、

正

中

元

年(

一
三
二
四)

存

覚

は

了

源

の

た

め

に

『
諸
神
本 

懐
集
』
『
持
名
鈔
』
『
浄
土
真
要
鈔
』
『
破
邪
顕
正
抄
』
『
女
人
往
生
聞
書
』

な
ど
を
著
わ
し
、

以
て
自
信
教
人
信
の
教
化
に
用
い
た
。

そ
し 

て
、

こ
れ
に
誘
発
さ
れ
た
よ
う
に
、
乗

専

の

所

望

に

よ

り

覚

如

は

『
口
伝
鈔
』
『
改
邪
鈔
』
『
願
願
鈔
』

な
ど
を
撰
述
し
た
。

し
か
も
、
乗 

専
み
ず
か
ら
三
部
経
を
は
じ
め
源
空,

親

鸞

・
覚

如

・
存
覚
の
著
述
を
数
多
く
書
写
し
、

そ
の
中
に
は
他
に
授
与
し
た
も
の
も
少
な
く
な 

い
か
ら' 

こ
う
し
た
著
書
に
よ
る
伝
道
は
門
徒
の
教
化
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
事
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が' 

特

に

『
口
伝
鈔
』

の
場
合
、
 

覚
如
が
先
師
如
信
よ
り
面
授
口
決
を
蒙
っ
た
事
に
つ
い
て
、

そ
の
次
男
従
覚
が
乗
専
の
発
起
に
よ
っ
て
作
っ
た
『
慕
帰
絵
』

に

「
弘
安
十



年
春
秋
十
八
と
い
ふ
十
一
月
な
か
の
九
日
の
夜
、
東
山
の
如
信
上
人
と
申
し
賢
哲
に
あ
ひ
て
釈
迦
，
弥
陀
の
教
行
を
面
受
し
、
他
力
摂
生 

の
信
証
を
口
伝
す
」(

三)

と
あ
り
、

そ
の
四
年
後
の
正
応
四
年(

一
三
九
こ
に
は
如
信
五
十
七
歳
の
寿
像
が
画
か
れ
、

現
に
西
本
願
寺
に 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
上
部
に
覚
如
の
筆
に
な
る
賛
銘(
「
本
願
名
號
正
定
業
」
以
下
の
四
句)

が
あ
っ
て' 

当
時
、
覚
如
は
父
覚
恵 

と
共
に
祖
跡
巡
拝
中
で
あ
っ
た
が' 

東
国
で
の
如
信
と
の
再
会
は
殊
に
感
銘
深
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、

そ
の
裏
書
よ
り
元
亨 

三

年
(

一
三
二
三)

十
二
月
、
破
損
の
た
め
に
修
復
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

恐
ら
く
如
信
の
寂
後' 

崇
敬
の
御
影
と
し
て
常
に
用
い
ら
れ 

た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
の
孫
と
し
て
血
縁
と
法
燈
を
つ
ぐ
如
信
は
、
覚

如

に

と

っ

て

「
宿
善
」

に
よ
っ
て
遇
う
こ 

と

を

え

た

「
善
知
識
」

で
あ
り
、
真
宗
を
顕
正
す
る
上
で
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
口
伝
鈔
』

の
後
、

『
本
題
鈔
』
『
願
願
鈔
』
『
最
要
鈔
』

な
ど
小
部
の
著
述
に
お
い
て
も' 

一
念
治
定
・
仏
恩
称
名
の
宗
義
が
述
べ
ら 

れ
る
が
、
特

に

第

十

八

願

成

就

文

の

「
聞
」

に

つ

い

て

「
善
知
識
」

に
よ
り
聞
く
べ
き
こ
と
を
明
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、

『
本
願
鈔
』

に 

は

「
弥
陀
の
本
願
を
善
知
識
よ
り
き
く
に
つ
き
て
」

「
本
願
の
を
こ
り
を
善
知
識
の
く
ち
よ
り
き
ゝ
う
る
と
き
」
と
あ
り
、

ま

た

『
願
願 

鈔
』

に
は
、

「
聞
と
い
ふ
は
善
知
識
に
あ
ふ
て
本
願
の
生
起
本
末
を
き
く
な
り
」

と
い
い
、

さ

ら

に

『
最
要
鈔
』

に

は

「
聞
其
名
号
と
い 

ふ
聞
は
、
善
知
識
に
あ
ふ
て
如
来
の
他
力
を
も
て
往
生
治
定
す
る
道
理
を
き
ゝ
さ
だ
む
る
聞
な
り
」
と
い
う
。

而
し
て
、

そ

れ

は

『
本
願 

鈔
』

に

「
黒
谷
の
聖
人
源
空
よ
り
本
願
寺
の
聖
人
親
鷲
相
承
し
ま
し
ま
す
と
こ
ろ
の
報
土
往
生
の
他
力
を
不
思
議
の
信
心
を
、
善
知
識
あ 

り
て
、

つ
た
へ
さ
づ
く
る
を
、
行
者
き
ゝ
う
る
に
よ
り
て
、
文
の
ご
と
く 

一
念
歓
喜
の
お
も
ひ
お
こ
る
に
つ
き
て
、
往
生
た
ち
ど
こ
ろ
に 

さ
だ
ま
る
を
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
と
も
い
ひ
、

か
な
ら
ず
滅
度
に
い
た
る
と
も
い
ひ
、
摂
取
不
捨
の
益
に
あ
づ
か
る
と
き
と
も
い 

ふ
な
り
」

と
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

即
ち
、

こ

の

「
善
知
識
」

こ

そ

『
口
伝
鈔
』

に
明
か
し
た
如
信
で
あ
り
、

こ
の
年
の
報
恩
講 

に

際

し

て

著
わ

し

た

『
改
邪
鈔
』

に
は
三
代
伝
持
の
血
脈
よ
り
、

そ
の
相
承
の
口
伝
に
背
く
二
十
箇
条
の
邪
執
を
厳
し
く
破
斥
す
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
撰
述
に
つ
い
て
は
、

『
口
伝
鈔
』

と
同
じ
く
乗
専
の
願
望
に
よ
り
、

覚
如
の
口
授
を
う
け
て
乗
専
が
筆
録
し
た
も 

の
で
あ
る
。

而
し
て
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
識
語
に
示
す
と
お
り
、
ち
か
ご
ろ
祖
師
の
門
葉
と
号
す
る
輩
が
、
師
伝
に
非
ざ
る
今
案
の



自
義
を
主
張
し
、
自
ら
も
誤
り
他
を
も
迷
わ
す
も
の
が
あ
る
た
め
、

そ
の
邪
風
を
砕
い
て
正
し
い
伝
燈
を
か
か
げ
る
べ
く
此
の
書
を
著
わ 

し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、

こ

れ

に

つ

い

て

『
慕
帰
絵
』

に
は
、

「
末
寺
の
名
を
つ
り
当
流
に
号
を
か
け
る
花
夷
の
あ
ひ
た
貴
賤
の
た
く
ひ
、 

大
底
僻
見
に
任
し
て
恣
に
放
逸
無
慚
の
振
舞
を
致
し
、
邪
法
張
行
の
謳
歌
に
就
て
外
聞
実
義
し
か
る
べ
か
ら
す
、

こ
と
さ
ら
本
寺
と
し
て 

禁
遏
厳
制
の
む
ね
、
条
々
篇
目
を
た
て\

是
も
口
筆
せ
ら
る
。

且
は
も
は
ら
向
後
傍
輩
の
た
め
に
張
文
に
准
擬
す
る
所
也
」(

一
〇)

と
し
、
 

ま

た

『
敬
重
絵
詞
』

に

は

「
末
流
迷
倒
の
邪
路
を
ふ
さ
か
ん
か
た
め
に
条
々
規
式
を
定
ら
れ
た
」(

七)

る
も
の
と
す
る
。

し
か
し
、

そ
の 

所
破
の
対
象
が
宗
内
い
ず
れ
の
門
徒
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
何
ら
名
前
を
挙
げ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
先

に

『
口
伝
鈔
』

で
述
べ 

ら
れ
た
血
脈
相
承
の
正
義
を
、

さ

ら

に

黒

谷(

源
空)
-

本

願

寺
(
親
鸞)
-

大

網(
如
信)

の
三
代
伝
持
を
以
て
宗
義
・
宗
風
を
た
だ
す
べ
く
、
 

こ
の
師
伝
に
非
ざ
る
も
の
を
破
邪
し
た
こ
と
は
、
門
徒
教
団
を
本
廟
本
願
寺
の
下
に
統
一
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

今
、

こ

の

こ

と

を

「
自
義
」
と

し

て

挙

げ

る

第

一

条

の

「
名
帳
」
と

第

二

条

の

「
絵
系
図
」

よ
り
考
え
る
と
、
当

時

こ

の

名

帳

・
絵
系 

図
に
よ
っ
て
仏
光
寺
が
教
線
を
拡
張
し
た
こ
と
よ
り
、
そ
の
所
破
の
対
象
が
仏
光
寺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
も
、

そ
の
の
ち
康
永
三 

年
(

一
三
四
四)

十
一
月
七
日
、
覚
如
は
空
如
と
連
署
し
て
六
箇
条
禁
制
を
定
め
、
名

帳

・
絵

系

図

と

共

に

「
裳

無

衣

・
黒
袈
裟
」

も
ま
た 

仏
光
寺
で
用
い
ら
れ
、

そ

れ

が

本

鈔

第

三

条

の

「
裳
無
衣
を
着
し
、
黒
袈
裟
を
も
ち
ゐ
る
」

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
事
か
ら
、
特
に
仏
光
寺 

の

邪

義

・
異
風
を
破
斥
す
る
の
が
直
接
的
な
理
由
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

而
し
て
、

こ
の
禁
制
に
敢
え
て
如
信
の
孫
で
あ
る
空
如
に 

連
署
を
求
め
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
覚
如
に
と
っ
て
、
如
信
の
大
網
門
徒
に
対
す
る
余
他
の
諸
門
徒
を
考
慮 

せ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
う
ち' 

特
に
下
総
の
橫
曾
根
門
徒
と
下
野
の
高
田
門
徒
、

そ
し
て
常
陸
の
鹿
島
門
徒
に
注 

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
、

こ
の
三
門
徒
に
限
っ
た
こ
と
は
、

い
ず
れ
も
有
力
な
後
継
者
に
恵
ま
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
有
縁
の
地
方
へ

⑧
 

⑨
 

教
線
を
伸
展
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、

こ
の
な
か
で
横
曾
根
門
徒
の
場
合
、

性
信
の
後
そ
の
妹
と
伝
え
る
性
智
尼
が
継
い
だ
も 

の
の
、

そ
の
の
ち

嘉

元

元

年(

一
三
〇
三)

智
信
が
唯
善
に
三
百
貫
を
出
し
て

加
担
し(
『
存
覚
一
期
記
』)

そ
の
唯
善
が
敗
訴
す
る
に
及
ん
で 

同
門
徒
も
ま
た
大
き
く
動
揺
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
、
先

学

は

『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』

が
横
曾
根
門
徒
の
手
に



よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ

の

『
血
脈
文
集
』

は
親
鸞
の
消
息
五
通
を
収
め' 

う
ち
四
通
は
性
信
に
与
え 

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
。
特

に

第

四

通

の

次

に

法

然(
源
空)

・
善

信(
親
鸞)

の

流

罪

記

録

と

『
教
行
証
文
類
』
後
序
の
抄
出
を
載
せ
る
が
、
 

そ

の

『
選
択
集
』

書
写
と
真
影
の
図
画
に
続
い
て
、
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

右
以
一
ー
此
真
文-

性
信
所
一
一
尋
申
一
早 

所
レ
預
一-
彼
本
尊
一
也
、
彼
本
尊
幷
選
択
集
真
影
之
銘
文
等
、
従
ー
ー
自
源
空
聖
人-

奉 

譲
耳
親 

鸞
聖
人
一
従
ー
ー
親
鸞
聖
人
一
所0

譲
一
ー
ー
給
一
ー
性
信-

也
、
彼
本
尊
銘
文

南
无
阿
彌
陀
佛 

建
曆
第
二
壬
申
歳
正
月
廿
五
日 

黒
谷
法
然
聖
人
御
入
滅
齢
碣
十

(
専
琳
寺
本) 

な
お
、

こ
の
記
載
は
恵
空
写
伝
本
と
比
較
す
る
と
文
字
の
上
で
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
要
は
彼
の
本
尊
が
源
空
聖
人
か 

ら
親
鸞
聖
人
へ' 

そ
し
て
性
信
へ
と
譲
ら
れ
た
事
を
語
る
も
の
で
、

そ

の

「
血
脈
」

の
表
現
と
い
い
、
源

空
,

親

鸞

・
性
信
の
三
代
に
及 

ぶ
相
承
を
明
か
し
た
事
は
、
覚

如

の

「
三
代
伝
持
」
主
唱
に
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

こ
の
門
徒
か
ら
近
江
へ
進 

出
し
た
瓜
生
津
門
徒
は
、
覚

如

・
存
覚
父
子
と
親
交
の
あ
っ
た
愚
咄
に
よ
っ
て
基
礎
を
固
め
、

性
信
——
願
性
—
善
明
—

愚

咄
(

『存
覚
袖
日 

記
』)

の
次
第
相
承
を
明
か
し' 

そ
の
の
ち
近
く
の
木
部
門
徒(
錦
織
寺)

や
大
和
の
秋
野
河
門
徒
へ
と
伸
展
し
た
事
は
、
覚
如
の
主
唱
を
更 

に
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し' 

覚
如
が
本
願
寺
教
団
を
確
立
す
る
上
で
、

こ
れ
と
直
接
に
関
わ
っ
た
の
は
高
田
と
鹿
島
の
両
門
徒
で
あ
り
、

か
つ
て
の
唯
善 

事

件

に

お

け

る

「
御
門
弟
三
方
使
者
」
(
『
存
覚
一
期
記
』
十
九
歳
の
条)

は

鹿

島

順

性

・
高
田
顕
智
・
和
田
信
寂
よ
り
の
使
者
で

あ
っ
て

、
 

和
田
は
高
田
門
徒
よ
り
伸
び
た
三
河
和
田
の
門
徒
で
あ
る
。

し
か
も
、

そ
れ
が
影
堂
の
留
守
職
を
め
ぐ
る
血
縁
の
争
い
に
苦
慮
し
た
だ
け 

に
、
事
件
解
決
後
、
覚
如
の
大
谷
経
営
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
は
特
に
高
田
系
門
徒
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ



に
つ
い
て
、
初

め

大

谷

に

掲

げ

ら

れ

た

「
専
修
寺
」

の
寺
号
が
高
田
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
親
鸞
—
真
仏
—

顕
智
の
相
承
に
よ
っ
て
、

そ 

の
教
団
の
基
盤
が
固
め
ら
れ
る
と' 

三

河

の

念

仏

者

た

ち

は

「
高
田
へ
マ
イ
ル
」
(
『
三
河
念
仏
相
承
日
記
』)

こ
と
と
な
り' 

次
第
に
本
願
寺 

と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、

同
じ
高
田
系
に
属
す
る
仏
光
寺
の
場
合
、
大
谷
と
距
離
的
に
近
い
汁
谷
を
本
拠
と 

し
て
、
親
鸞
—
真
仏
—
源
海
——

了
海
—
誓
海
——

明
光
—

了
源
の
一
流
相
承
を
か
か
げ
、
名

帳

・
絵
系
図
に
よ
っ
て
教
線
を
拡
張
し
て
い
っ 

た
事
は' 

早
急
に
対
応
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
す
な
わ
ち
、

そ

れ

は

「
祖
師
の
一
流
」
を
乱
す
邪
義
で
あ
り
、

こ 

れ
を
破
邪
す
る
に
は
二
尊
の
興
説
を
踏
ま
え
た
師
資
相
承
の
血
脈
に
よ
る
宗
義
、
遺
訓
に
も
と
づ
い
て
顕
正
す
る
外
な
か
っ
た
。
実
は
、
 

こ

の
血
脈
こ

そ
源
空
・
親

鸞

・
如
信
の
三
代
伝
持
で
あ
り
、
覚
如
み
ず
か
ら
如
信
を
先
師
と
し
て
面
接
口
決
し
た
清
流
的
伝
の
継
承
者
で 

あ
る
事
を
明
か
す
。

し
か
も
、

そ
こ
に
は
祖
師
親
鸞
を
本
願
寺
聖
人
と
し
て
仰
ぎ
、
拡
散
化
す
る
門
徒
教
団
を
本
願
寺
の
下
に
統
摂
せ
ん 

と
す
る
強
烈
な
願
望
の
程
が
よ
く
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

註①
 

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
『
法
然
上
人
伝
記
』(

九
巻
伝)

に
は
、
巻
第
四
の
上
に
「
教
阿
彌
陀
佛
事
」
の
一
段
が
あ
り
、
 

そ
の
最
後
に
「
今
生
に
は
大
悪
黨
の
張
本
と
し
て
、
人
を
殺
し
財
を
奪
を
業
と
し
て
、
人
に
過
た
る
罪
人
な
れ
ば
、
先
業
の
修
因
、
又
悪
の
き
は
ま 

り
な
る
事
暗
に
し
ら
れ
た
り
け
る
罪
人
な
れ
共
、
本
願
の
念
佛
に
歸
し
ぬ
れ
ば
、
往
生
に
障
な
し
。
況
其
餘
の
人
を
や
。
ま
た
く
罪
の
輕
重
を
い
ふ 

べ
か
ら
ず
。
只
念
佛
を
申
べ
き
な
り
と
ぞ
」
と
客
観
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
耳
四
郎
の
よ
う
な
人
に
過
ぎ
た
る
悪
人
で
も
本
願
の
念
仏 

に
帰
す
れ
ば
、
往
生
を
遂
げ
る
か
ら
、
そ
れ
程
に
罪
を
犯
さ
ぬ
余
の
人
は
当
然
の
こ
と
往
生
す
る
と
結
ぶ
。
こ
れ
は
『
古
徳
伝
』
に
い
う
「
當
世
の 

人
み
な
お
も
へ
り
、
わ
が
身
に
さ
ほ
ど
の
罪
業
な
け
れ
ば
、
本
願
に
す
く
は
れ
ん
。
わ
が
心
に
さ
ほ
ど
の
妄
念
な
け
れ
ば
、
往
生
の
願
は
は
た
し
っ 

べ
し
と
。
こ
の
お
も
ひ
不
レ
可
レ
然
」
と
い
う
機
教
の
分
際
に
比
し
、
不
明
瞭
な
見
解
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
 

ニ
ー
ニ
ー
年
に
撰
述
さ
れ
た
凝
然
の
『
浄
土
源
流
章
』
に

「
隆
寛
律
師
立
ー
ー
多
念
義
一
」
と
誌
す
が
、
隆
寛
に
は
『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
著
が
あ 

り
多
念
義
と
は
い
え
ず
、
今

は

『
法
水
分
流
記
』

の

「
又
號
長
樂
寺
義
」
に
よ
っ
て
長
楽
寺
義
と
し
た
。

③
 

山
上
正
尊
「
覺
如
上
人
と
淨
土
異
流
に
就
て
」(

『
無
盡
燈
』
第
二
十
二
巻
第
四
・
五
号
の
「
覺
如
上
人
之
研
究
」)

参
照
。

④
 

重
松
明
久
著
『
覚
如
』
九
八
—
九
九
頁
。

⑤
 

佐
藤
哲
英
「
口
傳
鈔
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」(

『
宗
學
院
論
輯
』

一
六)



⑦⑥⑩⑨⑧

拙

著

『
真
宗
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
の
第
二
節
「
善

鸞

・
唯

円

・
唯
善
」 

仏
光
寺
の
本
堂
に
安
置
さ
れ
る
太
子
孝
養
像
の
胎
内
文
書
に
、
次
の
通
り
記
さ
れ
る
。
 

奉
造
立
皇
太
子
之
像
一
蘇 

右
彼
尊
像
者
尾
張
法
印
湛
幸
之
作
也 

繪
佛
子
源
圓
法
眼 

願
主
釋
空
性(

花
押) 

元
應
貳
年
正
月
廿
八
日
開
眼
之

釋
圓
空
書
之(

花
押)

拙

著

『
真
宗
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
第
五
節
の
「
門
侶
の
門
徒
形
成
」
参
照
。
 

妹
と
も
娘
と
も
伝
え
る
が
、
今
は
山
田
文
昭
『
真
宗
史
之
研
究
』
二
四
三
頁
に
よ
っ
た
。

梅
原
真
隆
『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
の
研
究
』
お
よ
び
『
親
鸞
聖
人
全
集
』
書
簡
篇
解
説
「
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
」
参
照
。


